
司
会 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
Ｊ‐

ｎ
ｅ

ｔ
活
動
も
一
定
期
間
、
休
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
２
年
続
い
て
い
ま
す
。 

 

年
度
初
め
の
総
会
も
６
月
開
催
と
な

り
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
で
活
動
再

休
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
の
状

況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

畑
山 

私
の
担
当
し
て
い
る
シ
ニ
ア
講 

座
は
、
受
講
者
募
集
後
に
２
年
連
続
で 

中
止
と
な 

り
ま
し
た
。 

今
年
こ
そ

と
思
い
ま

し
た
が
、

受
講
申
し

込
み
者
に

は
た
い
へ

ん
申
し
訳

な
く
、
ま

た
ス
タ
ッ

フ
も
最
終

準
備
段
階

で
の
中
止

で
す
か
ら

残
念
で
し

た
。 

 

井
上 

楽
習
会
の
全
体
計
画
を
縮
小
し

ま
し
た
。
更
に
中
止
と
な
っ
た
テ
ー
マ
も

あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
前
向
き
な
提
案

で
中
止
し
た
も
の
に
代
わ
り
、
映
画
鑑
賞

に
変
更
し
開
催
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
中

止
テ
ー
マ
は
、
延
期
し
て
来
年
度
に
開
催

で
き
る
よ
う
調
整
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

小
林 ｢

笛
の
会
」「
オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
ト
」

な
ど
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
も
練
習
主
体

と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
い

る
公
開
の
場
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
全

般
的
に
活
動
が
低
調
と
な
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
が
大
変
で
し
た
ね
。 

竹
本 

広
報
は
話
題
提
供
が
少
な
く
な

り
、
年
４
回
発
行
の
会
報
は
、
５
月
号
を

休
刊
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
Ｊ-

ｎ
ｅ

ｔ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

Ｈ
Ｐ)
は
新
着
情
報

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
努
め
、
ま
た
新
ソ
フ

ト
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
成
し
ま

し
た
。
Ｈ
Ｐ
は
富
田
さ
ん
に
運
用
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
在
宅
勤
務
で

達
成
で
す
。 

司
会 

早
速
で
す
が
、
会
員
・
会
友
の
関

心
は
共
同
代
表
へ
の
期
待
で
す
。
一
方
、

共
同
代
表
で
は
全
体
窓
口
が
曖
昧
、
対
外

的
に
も
不
自
然
だ
と
言
う
意
見
が
出
ま 

５
人
で
し
た
。
介
護
や
健
康
上
の
理
由
で

す
が
、
新
規
入
会
者
が
い
な
い
。
ま
た
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
の
グ
ル
ー
プ
・
ピ
ニ

オ
ン
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
の
場

が
な
く
な
り
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
明

ら
か
に
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
を
取
り
巻
く
環
境
や

シ
ニ
ア
世
代
の
意
識
が
変
化
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
。 

司
会 

畑
山
さ
ん
は
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
創
設
時

か
ら
の
会
員
で
す
が
、
26
年
間
の
活
動
を

振
り
返
っ
て
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
変

遷
、
社
会
や
シ
ニ
ア
世
代
の
変
化
に
つ
い

て
、
ど
う
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

畑
山 

Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ
創
設
当
初
は
60
歳

定
年
が
当
た
り
前
で
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

に
強
い
目
標
も
持
っ
た
方
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
近
年
は
就
業
年
齢
が
延

び
、
70
歳
近
く
ま
で
仕
事
さ
れ
る
方
も
多

く
、
退
職
後
は
老
後
を
意
識
す
る
方
が
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
理

念
で
あ
る｢

仲
間
づ
く
り
で
シ
ニ
ア
ラ
イ

フ
を
豊
か
に
過
ご
す
。
感
謝
し
感
謝
さ
れ

る
活
動｣

を
生
き
が
い
と
感
じ
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
に
参
加
し
、
仲
間
づ
く
り
を
体
験

す
れ
ば
、
集
団
活
動
の
良
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。 

井
上 

シ
ニ
ア
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー｢

し

お
さ
い｣

で
活
動
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
・

ピ
ニ
オ
ン
は
昨
年
、
16
年
間
の
活
動
に
終

止
符
を
打
ち
ま
し
た
。｢

笛
の
会
」「
オ
カ

リ
ナ
ハ
ー
ト｣

な
ど
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

も
一
緒
に
参
画
し
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
原
点

と
も
言
え
る
活
動
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
と
は
言
え
、
岐
路
に
立
っ
た
活
動

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、

Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ
創
設
後
26
年
間
の
歩
み
を

受
け
て
、
新
規
入
会
者
の
減
少
と
高
齢
化 

令和 3年 11月 1日 （第 91号）               J－ｎｅｔ 会報                            第 03-04号 （１） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座 談 会 

「シニアライフを 

心豊かに生きる」ために 

「仲間、生きがい、ひたちを 

愛する心」を大切に 

「感謝し感謝される楽しい活動」 熟年ネット・ひたち 

  

昨
年
度
の
企
画
委
員
会
で
役
員
交
代
が
提
案
・
議
論
さ
れ
、
今
年
度

の
第
20
回
総
会
で
一
人
代
表
か
ら
共
同
代
表
制
が
決
議
さ
れ
た
。
楽
習

会
の
テ
ー
マ
「
Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ
の
今
後
を
考
え
る
会
」
の
提
言
や
総
会
に

お
け
る
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
４
人
の
共
同
代
表
に
よ
る
座
談
会
を
開

催
し
た
。
会
員
・
会
友
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
今
後
の
Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ

運
営
に
つ
い
て
、
共
同
代
表
の
思
い
と
抱
負
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ

た
。 

し
た
。
こ
れ
ら
意
見
に
対
し
、
ど
う
答
え

る
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

畑
山 

ま
ず
Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ
に
は
、
一
般
の

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
に
は
な
い
企
画
委

員
会
を
設
け
、
全
員
参
加
の
総
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
の
活
動
面
で

は
四
つ
の
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

各
リ
ー
ダ
ー
が
共
同
代
表
を
兼
務
し
て

い
ま
す
。
一
人
代
表
を
置
か
ず
と
も
、
今

ま
で
通
り
に
共
同
代
表
が
連
携
し
て
運

営
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

竹
本 

役
員
会
で
共
同
代
表
の
所
轄
分

担
表
を
整
備
し
ま
し
た
。
山
野
前
代
表
の

活
動
内
容
を
提
示
い
た
だ
き
、
対
外
的
な

窓
口
も
取
り
決
め
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て

も
旗
振
り
役
が
必
要
で
あ
り
、
共
同
代
表

の
中
に
取
り
纏
め
者
を
置
く
こ
と
に
し
、

必
要
に
応
じ
役
員
会
を
招
集
し
ま
す
。
た

だ
、
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
は
こ
れ
か

ら
で
す
。 

司
会 

コ
ロ
ナ
禍
の
事
情
も
あ
り
ま
す

が
、
既
に
総
会
か
ら
３
ヵ
月
間
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
早
期
に
会
員
・
会
友
へ
の
周

知
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

小
林 

企
画
委
員
会
を
10
月
再
開
で
予

定
し
ま
す
。
当
委
員
会
の
審
議
事
項
に
提

案
し
、
ご
理
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。 

司
会 

そ
れ
で
は
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
楽
習
会
テ
ー

マ
「
Ｊ‐
ｎ
ｅ
ｔ
の
今
後
を
考
え
る
会
」

で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
整
理
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

小
林 

昨
年
度
の
Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ
退
会
者
は 

共
同
代
表
の
思
い
と
抱
負 

4人の共同代表と司会の吉牟田さん 

Ｊ‐

ｎ
ｅ
ｔ 

共同代表と司会の吉牟田(中央)さん 
令和 3年 10 月 2日 於) 女性センター 

 

 



井上 楽習会ですが、会員の高齢化、健康への不安、 

家庭環境の事情などにより、テーマ担当の纏めを辞退

したい方が見受けられようになりました。そのため会

員の負担低減策としてどのよう方策があるのか、皆さ

んの意見をお聞きして、J-net活動が停滞しないよう 

に纏めていきたいですね。 

また、楽習会は座学(講演

会)を主としたテーマにな

りがちです。理想ですが、

それ以外の講座(自己参加

型、会員が講師となる J-net

シニアマイスター制)を模

索し、１歩ずつ前に進めら

れたらと思います。 

竹本 会報編集委員が 7人に減り、J-net行事縮小の流 

れを受け、来年度以降は年 3 回の発行を検討していま 

す。委員の負担を軽減し、

会員・会友のコミュニケー

ションの手段として維持し

ていきます。HP は、年々ア

クセス件数が増加し、J-net

の魅力を積極的に外部発信

したいと思います。そのた

めにも話題作りが必要で

す。共同代表と連携し、会 

員募集にも努めたいと思います。 

（2） 第 03-04 号                       J－ｎｅｔ 会報                 令和 3 年 11 月 １日 

座談会 (続き ) - 共同代表の思いと抱負  

 が進み、活動縮小が余儀なくされてきたことも現実的

な流れでしょうか。 

司会 会員・会友の高齢化は避けて通れない問題です

が、このままですと平均年齢も年々、上がります。企 

        画委員会で｢近い将来、免

許証返納者が半数以上に

なり、楽習会に参加できな

くなる(笑)｣との発言が出

ました。平均寿命が延びた

分、健康寿命を維持しても

らいたいと思いますが、高

齢化をどのように感じて 

おられますか。 

竹本 年齢不問の J-net ですが、最も憂慮すべき問題

ですね。元気なうちはタクシー券利用や相乗りで参加

していただきたいですね。そのためにも魅力的な楽習

会のテーマを提案したいですね。 

小林 確かに会員自身の高齢化で不安を感じる方も多

いと思いますが、シニアライフをどう過ごすか、会員・ 

会友の皆さんは、生きがい

を強く意識され、入会され

た方が多いと思います。単

なるお付き合いではなく、   

活動を通して会員同士が

交流し、楽しむことを目標

にされています。元気なう

ちは声を掛け合って参加

いただきたいですね。 

司会 次に共同代表として、また、兼務されている J-net 

活動の４本柱(グループ)の各リーダーとして、どのよ

うな抱負をお持ちでしょうか。夫々の立場からお聞き

したいと思います。 

畑山 シニア講座は、昨年同様に市社協のご協力によ

り｢日立市報｣や｢社協だより｣に受講者募集を掲載して

いただきました。残念ながら申込み者６人の受付け 

              段階で中止となりました。 

問題点のひとつは年々 

受講者が減少傾向にあり  

今年は講座回数を６回に

減らし、午前中の開催で

カリキュラムの見直しを

行いました。一部の申込

者より、今年は中止でも

致し方ないが来年、再度

申し込みたいとの感触も 

得ており、１人でも多くの申し込みを期待し、計画し

たいと思います。 

小林 J-netの活動が円滑に進むよう事務局として努

力しますが、私が参加している｢河原子海岸清掃グルー

プ｣には、J-net会員外で参加されている方もおられま

す。自主活動グループへの参加者を通じて、１人でも

多くの J-net加入を勧誘していきたいと思います。 

司会 最後に共同代表の皆さんから会員・会友の皆さ

んに、お願いしたいことを述べて座談会の締めくくり

にしたいと思います。 

畑山 確かに J-net 創設時は、会員自身が楽習会テー

マを提案し、自作自演の機会もありました。自己啓発

の意味合いもありますが、積極的に参加することが目

標でしたね。また、当時の楽習会は月２回のうち、1 回

は井戸端会議でした。できるだけ意見を吸い上げ、一

部の方に負担を負わせないよう配慮されていました。

大いに意見を出し合うことが、楽習会を始め J-net 活

動の活性化に役立つと思います。 

小林 楽習会は｢皆で決めよう年度計画｣で話し合った

行事です。年間計画ですから、個人的な都合もあるか

と思いますができるだけ調整いただき、一つでも多く

の活動に参加いただきたいですね。 

井上 楽習会は皆さんがいての活動の場ですから、無

理をせず、できる範囲で参加し、楽しみ、喜びを感じ

ることのできる機会であってほしいと思います。 

竹本 広報活動でお願いしたいのは、情報提供ですね。

今年度も１月号会報で皆さんより｢年頭の一言｣を募集

します。会報は会員同士を繋げる手段ですから、趣味

の写真や絵なども大歓迎です。１人でも多くの方に会

員の意外な側面を知って、交流の場で役立ていただき

たいですね。 

司会 本日は、共同代表の皆さんから前向きな思いと

抱負をお聞きしました。これからも J-net の発展にご

尽力いただくようお願いし、座談会を終わりにしたい

と思います。ありがとうございました。 

畑山共同代表 
(シニア講座担当) 

小林共同代表 
(事務局担当) 

井上共同代表 
(楽習会担当) 

竹本共同代表 
(広報担当) 

司会の吉牟田さん 



令和 3 年 11 月 1 日            J－neｔ会報              第 03-04 号（3） 

新型コロナウイルスの感染防止のために、人との物理

的な距離をとることが求められて、対面での活動が基本

となるボランティア活動を実施することが難しくなり

ました。それで、河原子海岸清掃活動も８月、９月と自

粛しました。 

「ボランティア」とは 

「意思」「善意」の意味を 

持つラテン語です。でき 

ることを自分の意志で周 

囲と協力しながら無償で 

行う、人や社会に貢献す 

る活動が「ボランティア活動」です。海岸清掃活動

を見て声を掛けてくれた女性がいて、次の清掃日を

連絡したら清掃に来てくれました。 

地味な活動ですが、私達を見てくれている人がい

る、頑張っていかねばなりません。 （小林 信幸） 

 

 当日は「水戸工場エレベーター実験棟見学と海浜公

園見学」の予定だったが、コロナ禍で中止となったた

め、茨城が生んだ日本地図先駆者・長久保赤水の映画

鑑賞会を実施した。 

「長久保赤水を

学ぶ」として、12

月９日に楽習会を

予定しているが、

予備知識を得る目

的で開催したも

の。この映画は、

長久保赤水関係資 

料 693 点が「国の重要文化財」に指定されたことを記

念し、PR を兼ねて高萩市が制作したもので、上映時間

50 分、監督・松村克也、主演・和泉元彌。映画上映に

先立ち、担当の井上さん作成資料「長久保赤水、江戸

時代の日本地図先駆者」で長久保赤水の紹介があった。 

映画は 50分と短編ではあるが、長久保赤水の人とな

りや、その一生を分かりやすく纏められており、予備

知識として参考になった。参加者 27 人 （富田 滋男） 

 

 

 

                      日立市健康づくり推進課

の保健師・福岡美紅氏、深

澤みのり氏を講師にお招き

してお話を伺った。 

新型コロナウイルスの

全容およびコロナ禍の現

状を知り、如何に対応すべ 

きかという内容に対して“感染症状、予防策、感染

が疑われた時の対応、ワクチン接種状況や副作用、

心の健康を保つためのセルフケア”など、詳細に説明

いただいた。コロナ収束時期は予測困難と思うが、本

日の講話内容を参考にして、講師の結びの言葉「自

分は勿論、周りの人も大切に！」を肝に命じ、我々

も“感染しない、感染させない”をモットーに日々

過ごしていきたい。 参加者 23 人  （吉牟田 護） 

 

日立警察署・交通課のスタッフをお迎えし、講演を

いただいた。 

講演は前半、体験

講座形式で２班に分

かれて行われた。１

班では、３台の大型

ディスプレイに映し

出された横断歩道を

横断するシミュレー 

ション。手を挙げて左右からの車が停車してから渡る

のだが、突然、車やバイクの割り込みがあり、左右、

前後に気を配る。２班では、運転に必要な反射、認知

機能の体験。ディスプレイ上に 4 色の円盤が点滅して

流れ、そのうちの１色が一瞬止まり、それと同じ色の

踏み板を踏む体験。それを繰り返すことで反応速度と

正確さを知り、認知 

機能上の年齢が分か 

るというもの。その 

年齢を知って体験者 

は一喜一憂した。こ 

れらのシミュレーシ 

ョンと認知機能体験 

は１班と２班の順序を入れ替え、参加者全員が体験した。 

講演後半は、茨城県内や日立市の交通情報の紹介、

ドライブレコーダーで見る交通事故の実態の紹介など

があった。また、基本的な運転マナーについても説明

があり、交通事故防止を再認識する１日だった。 

参加者 27人          （福田 常実） 

 

 

 

 

相変わらずのコロナ自粛で、みんなと一緒の練習は

ままならない状況が続いている。 

この機会に、少し「笛の

会」を振り返ってみたい。

「笛の会」は、女性センタ

ー友の会のグループ「ケー

ナの会」所属の J-net のメ

ンバーが、「ケーナの会」

の自主練習グループとし

て立ち上げたもの。その 

後、J-netの自主グループとして仲間になり活動してい

る。いつの間にかレパートリーも 100曲を優に超えた。

（まともに吹けるかは別）今後もそれをベースにさら

に腕を磨き、自分達も楽しみ、演奏依頼にも応じられ

るように活動していきたい。     （三ツ井 義弘） 

           

（三ツ井 義弘） 

高齢者ドライバーの心得     （８/５） 

河原子清掃グループ 「ボランティア」とは            

コロナとは何ぞや        （10/21） 

長久保赤水映画鑑賞会      （10/７） 

笛の会  ふりかえってみる 
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【編集後記】コロナ禍の影響により、総会を遅らせて新体制でスター 

トして早々、追い打ちをかけるように、「まん延防止等重点措置」「緊 

急事態宣言」が発令され、J-net 交流の場である楽習会行事を一部中止 

せざる得なかったのは残念である。宣言解除後、楽習会行事が無事開催 

されることを願うばかりである。しかし、今までの経緯から予断を許さ 

ない状況にある。今月号で新体制での共同代表の思いと抱負を知ること 

ができたと思う。これからの J-netの更なる発展に期待したい。（編集子） 

 

 

  

 

皆さん、コロナ禍の中、元気でお過ごしでしょうか。 

ちょっと気休めに言葉のお遊びをします。 

国語辞書で健康と元気の意味を調べてみました。 

種々解釈がありますが、主な意味は、健康とは「肉体

的、精神的な異常がなく、日常の社会的生活や積極的

な行動に堪えるからだの状態」。元気とは「体力、休養

が十分で、進んで物事をやろうとする気力・活力、取

り立てて具合の悪い所がない様子」と書かれています。 

 健康とは、精神面と体力面が備わっている身体で社

会的生活に問題のない様子、元気とは、気力・活力が

備わっている体で日常の生活に問題のない様子、と解

釈できると思います。挨拶で「お元気ですか」は、日

常生活でお付き合いのある方に、気軽に会話する時に

用い、あらたまった場合は「ご健康でお過ごしのこと」

「お変わりありませんか」が良いのかも知れません。 

さて、ほとんどの方は、定年後に健康について考え

始めるのではないですか。小生も肥満体質なので、人

間ドックで運動を勧められ、一番安易なジョギングを

することにしました。当初は、目標を高めに、一日一

万歩に向かって毎日、一喜一憂しながら頑張り、その

結果、膝・腰を痛めて、病院通いとなりました。ジョ

ギングは体力維持のため良い運動なので、自分の体力

に合った無理のない適度な目標を持ち、一喜一憂せず、

少しでも長く継続することが大切です。 

運動すれば基礎代謝が向上し、肥満が改善されます。

また、歩くことが面倒な方は、就寝前と起床前に、布

団、ベットの中で、ゆっくりと数回深呼吸をしてから

腕を伸ばし、肩を回し、足を上に伸ばし、 

体を左右に捩じったりすることで、内臓 

の筋肉が鍛えられます。体を動かすこと 

により、ぐっすり眠れて、すっきり爽快 

に目が覚めること間違いないです。 

皆さん、もう一度健康について考えてみませんか。 
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「健康・元気でお過ごしでしょうか」 

月/日 楽習テーマ 内  容 場 所 

11/11 
「青天を衝く」
と水戸藩の歴史 

大河ドラマの背景
を学ぶ 

女性 
センター 

11/25 県政出前講座 
茨城空港から空の
旅に出かけよう 

12/９ 
長久保赤水を学
ぶ  

高萩出身の日本地
図作成の先駆者を
知る 

12/16 年末交流会 
新しい形での交流
会を検討中 

１/13 
賀詞交歓と 
新年を寿ぐ 

新しい年をみんな
で祝い、楽しむ 

 

 リレー随筆 

楽 習 会  （11～１月） 

８月 1) コロナ禍により企画委員会中止。 

９月 1) コロナ禍により企画委員会中止。 

10月 1) J-net 共同代表の所轄分担表、了承された。 

   2) 企画委員会議事録の一斉メール配信 

  
 

審議事項の主なものを掲載します 

※新型コロナウイルス感染状況により、予定が変更に 

 なる場合があります。 

●やっと緊急事態宣言が解除された。今回は茨城県内にも緊急事態宣言が適用され、日立市内では連日、10 人

を超える感染者数も報じられた。ワクチン接種が進む中、デルタ株のまん延や家庭内感染、更に感染リスクの

高止まりで高齢者にとって不安な日々が長かったように思う。ただ、宣言が解除された中で欧米と比較し、ワ

クチン接種率の挽回や人口当たりの感染率が低く抑えられたことに国民性が高く評価される報道も見受けられ

た。感心したのは幼い子供ですら、きちんとマスクして手洗いしている様子である。今年の冬場に第６波を心

配する専門家も多いが、改めて感染症予防は個人の心構えと行動が大切であると思い知らされた。（竹本 講治） 

 

 

 

 

 

                 （竹本 講治） 

 井上 和美   

企画委員会だより (８～10 月)  

コロナ禍で想い、考えたこと (５) 

「シニア地域活動入門講座」 

今年度の「シニア地域活動入門講座」は、実施する 

ことで募集しましたが、８月の緊急事態宣言発令によ 

り、中止することになりました。募集中の６人の受講 

希望者は、来年度の講座受講を希望されておりますの 

で、心待ちにしています。   (シニア講座グループ) 

 


